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 2 月定例会

令和２年度予算などを可決

　２月定例会は、２月 27 日から３月 24 日までの 27 日間の会期で開かれました。
　今定例会では、令和２年度の予算や条例改正の議案などが提出され、これらについては、本会
議での総括質疑後、予算に係る議案は予算決算委員会へ付託され、また、条例改正等の議案、請
願や陳情は総務、文教厚生、産業経済、建設の各委員会に付託され、審査が行われました。
　24 日の最終本会議では、一部の議員より議案第２号令和２年度一般会計予算に対して、庁舎
整備事業に関する経費を削除しようとする修正案が提出されましたが、表決の結果、修正案は否
決され、原案のとおり可決しました。
　今定例会に提出された議案等とその審議結果は 10 ㌻のとおりです。
　なお、市政全般にわたる市の考えを問う一般質問では、22 名の議員が質問を行いました。

２月定例会のあらまし

施
政
方
針

　

市
長
は
、
第
７
次
総
合

計
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
「
と
も

に
歩
み
、
と
も
に
創
る

『
温
故
創
し
ん
』
会
津
若

松
」
に
込
め
た
、「
参
画

と
協
働
に
よ
る
地
域
資
源

を
活
か
し
た
新
し
い
会
津

若
松
の
創
造
」
を
基
本
政

策
と
し
て
、
政
策
目
標
で

あ
る
①
未
来
に
つ
な
ぐ
ひ

と
づ
く
り
、
②
強
み
を
活

か
す
し
ご
と
づ
く
り
、
③

安
心
、
共
生
の
く
ら
し
づ

く
り
、
④
安
全
、
快
適
な

基
盤
づ
く
り
、
⑤
豊
か
で

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

５
つ
を
核
と
し
て
市
政
運

営
に
臨
む
と
の
考
え
方
を

表
し
ま
し
た
。

～庁舎整備事業等について議論～

未
来
へ
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

施政方針演説を行う室井市長

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

市
民
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
に
対
応

　

市
長
は
、
令
和
２
年
度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て�

「
第
７
次
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
市
民
生
活
の
安

全
・
安
心
の
確
保
を
は
じ

め
、
次
代
を
創
る
子
ど
も

た
ち
の
育
成
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
若
者
の
地
元

定
着
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
取
組
な
ど
、
将
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ

や
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
中

期
財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
、

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
構

造
を
堅
持
し
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
と
な
る
よ

う
予
算
編
成
を
行
っ
た
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

令和２年度当初予算（千円以下切捨て）

会計名 予　算　額 前年度比令和２年度 令和元年度
一般会計 485億5,900万円 477億4,200万円 1.7％
国民健康保険特別会計 114億   689万円 116億9,375万円 ▲ 2.5％
観光施設事業特別会計 1億   422万円 1億2,839万円 ▲ 18.8％
地方卸売市場事業特別会計 1億3,188万円 1億6,262万円 ▲ 18.9％
扇町土地区画整理事業特別会計 7億7,990万円 8億5,699万円 ▲ 9.0％
介護保険特別会計 128億6,081万円 120億4,417万円 6.8％
三本松地区宅地整備事業特別会計 1億   960万円 1億1,507万円 ▲ 4.7％
後期高齢者医療特別会計 14億1,567万円 13億3,853万円 5.8％
水道事業会計　　　 （収益的支出） 30億8,920万円 32億2,781万円 ▲ 4.3％

（資本的支出） 17億7,415万円 16億9,740万円 4.5％
簡易水道事業会計　 （収益的支出） 2,182万円 － －

（資本的支出） 688万円 － －
下水道事業会計　　 （収益的支出） 35億4,664万円 － －

（資本的支出） 25億3,754万円 － －
※簡易水道事業会計及び下水道事業会計は令和２年度より特別会計から移行

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

一
般
質
問
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議
案
等
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

議案第 2 号
令和２年度
一般会計予算

新
庁
舎
設
計
へ
の
意
見
の
反
映
は

ま
ち
の
拠
点

　
　

新
庁
舎
の
設
計
内
容

に
、
市
民
や
議
会
の
意
見

は
い
つ
ま
で
反
映
さ
れ
る

の
か
。

　
　

市
民
や
議
会
の
意
見

の
反
映
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
に
基
本
設
計
等

を
発
注
し
て
い
く
早
い
時

期
に
、
ご
提
案
い
た
だ
く

問答

の
が
望
ま
し
い
で
す
が
、

設
計
業
務
が
続
く
限
り
対

応
は
可
能
と
考
え
ま
す
。

基
本
設
計
に
反
映
す
る
と

な
れ
ば
、
令
和
２
年
の
夏

か
ら
秋
ま
で
に
提
案
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
熟
考
す
る
時
間
は

　
　

新
庁
舎
整
備
に
つ
い

て
、市
民
の
意
見
を
聴
き
、

熟
考
す
る
時
間
が
必
要
と

考
え
る
が
認
識
を
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
新
庁
舎

整
備
に
つ
い
て
は
市
政
だ

よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

問答

で
お
知
ら
せ
し
て
き
た
と

お
り
、
今
後
も
市
民
へ
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
考
え

で
す
。
新
庁
舎
整
備
に
つ

い
て
は
10
年
前
か
ら
進
め

て
お
り
、
第
７
次
総
合
計

画
に
も
位
置
付
け
、
市
民

の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。
懸
念
さ

れ
る
財
源
や
駐
車
場
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
、
令
和

元
年
11
月
に
示
し
た
庁
舎

整
備
基
本
計
画
の
精
査
と

整
備
に
向
け
た
方
向
性
の

中
で
、
整
備
費
用
と
財
政

負
担
の
軽
減
や
駐
車
場
配

置
の
再
検
討
結
果
を
公
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
の

時
間
を
か
け
て
し
ま
え
ば
、

本
庁
舎
の
老
朽
化
や
、
財

源
の
確
保
の
問
題
も
大
き

く
な
る
た
め
、
予
定
し
て

い
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お

り
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

予
算
決
算
委
員
会
第
１
分
会
へ
の
修
正
案

の
提
出
～
表
決

　

16
日
の
予
算
決
算
委
員

会
第
１
分
科
会
で
は
、
一

部
の
委
員
よ
り
議
案
第
２

号
一
般
会
計
予
算
に
対
す

る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

庁
舎
整
備
事
業
費
を
削

除
す
る
た
め
、
歳
入
の
部

基
金
繰
入
金
を
１
億
１
６�

６
２
万
円
減
額
す
る
と
と

も
に
、
歳
出
の
部
総
務
管

理
費
を
１
億
１
８
７
３
万�

２
千
円
減
額
し
、
２
１
１�

万
２
千
円
を
予
備
費
に
計

上
す
る
。

①
庁
舎
整
備
の
基
本
構
想

や
基
本
計
画
に
お
け
る
庁

舎
の
利
便
性
や
駐
車
場
の

確
保
に
つ
い
て
、
反
対
す

る
市
民
や
議
員
の
意
見
が

あ
る
。
②
令
和
元
年
11
月

に
示
さ
れ
た
庁
舎
整
備
基

本
計
画
の
精
査
と
整
備
に

向
け
た
方
向
性
に
お
い
て
、

総
合
庁
舎
と
し
な
い
内
容

と
な
り
、
当
初
と
異
な
る

計
画
と
な
っ
た
。
③
見
直

し
の
内
容
が
市
民
の
利
便

性
を
第
一
に
考
え
て
お
ら

ず
、
基
本
計
画
に
つ
い
て

も
二
転
三
転
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
計
画
の
抜
本
的

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

▼
修
正
案
の
提
案
理
由

▼
修
正
案
の
内
容

令和２年度一般会計予算　歳入・歳出の内訳（千円以下四捨五入）

自主財源（総額 187 億   717 万円、構成比 38.5％）
依存財源（総額 298 億 5,183 万円、構成比 61.5％）

地方譲与税
4億7,210万円

地方消費税交付金
29億1,160万円

地方交付税
95億2,890万円

国庫支出金
84億8,838万円

市税
150億2,500万円

分担金・負担金
3億4,401万円

使用料・手数料
6億5,410万円

諸収入
9億8,821万円

財産収入等
4億5,452万円利子割交付金等

3億4,180万円

市債
39億3,930万円

県支出金
41億6,975万円

繰入金
12億4,133万円

歳入
485億5,900万円

歳入
485億5,900万円

歳出
485億5,900万円

歳出
485億5,900万円

商工費
16億6,666万円

土木費
44億6,593万円

消防費
17億2,464万円

教育費
56億4,015万円

公債費
37億8,345万円

その他
1億7,326万円

議会費
3億8,674万円

総務費
50億6,494万円

民生費
207億2,307万円

衛生費
35億682万円

農林水産業費
14億2,334万円

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

一
般
質
問

審
議
結
果
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一
部
委
員
か
ら
修
正
案

に
対
す
る
賛
否
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
当
該
修

正
案
は
表
決
に
付
さ
れ
た

結
果
、
賛
成
少
数
を
も
っ

て
否
決
す
べ
き
も
の
と
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
案
に
対
す
る

反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
原
案
は
表
決
に
付

さ
れ
た
結
果
、
賛
成
多
数

を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

▼
予
算
決
算
委
員
会
第

１
分
科
会
に
お
け
る
表

決
結
果

最
終
本
会
議
へ
の
修
正
案
の
提
出
～
表
決

　

24
日
の
最
終
本
会
議
で

は
、
一
部
の
議
員
よ
り
予

算
決
算
委
員
会
第
１
分
科

会
に
提
出
さ
れ
た
修
正
案

と
同
じ
内
容
の
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
最
終
本
会
議
に
お
け

る
表
決
結
果

　

一
部
議
員
か
ら
修
正
案

に
対
す
る
賛
否
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
当
該
修

正
案
は
表
決
に
付
さ
れ
た

結
果
、
賛
成
少
数
を
も
っ

て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
案
に
対
す
る

反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
原
案
は
表
決
に
付

さ
れ
た
結
果
、
賛
成
多
数

を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
賛
否
意
見
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
11
㌻
の

討
論
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議案第２号一般会計予算を賛成多数で原案可決

市
民
意
見
の
聴
取
は

会
津
若
松
駅
前
都
市
基
盤
整
備
事
業

　
　

会
津
若
松
駅
前
を
整

備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
意
見
を
聴
取
し

た
の
か
。

　
　

令
和
元
年
11
月
に
地

元
地
区
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
実
施
し
、
意
見
を

聴
取
し
ま
し
た
。
基
本
構

問答

想
の
策
定
や
、
基
本
協
定

の
締
結
の
際
に
は
、
し
っ

か
り
と
市
民
へ
説
明
し
て

い
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
て
意
見

聴
取
の
機
会
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

基
本
協
定
の
締
結
に
向
け
た
調
査
状
況
は

　
　

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の

利
用
者
数
や
市
民
の
動
線
、

地
下
道
・
駐
輪
場
な
ど
の

付
帯
設
備
の
利
用
状
況
な

ど
、
基
本
協
定
の
締
結
に

向
け
て
必
要
と
な
る
情
報

の
調
査
状
況
は
。

　
　

令
和
元
年
度
の
官
民

連
携
基
盤
整
備
推
進
調
査

業
務
委
託
に
よ
る
調
査
や
、

事
業
者
か
ら
の
情
報
提
供

問答

な
ど
で
把
握
し
て
い
る
情

報
は
あ
り
ま
す
が
、
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
の
利
用
者
数

な
ど
、
詳
細
に
把
握
で
き

て
い
な
い
情
報
も
多
い
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
、
引
き

続
き
調
査
す
る
と
と
も
に
、

景
観
や
防
災
、
環
境
へ
の

負
荷
と
い
っ
た
点
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

基
本
協
定
の
締
結
に
向
け
た
調
査
状
況
は

　
　

令
和
２
年
度
に
実
施

す
る
基
本
協
定
支
援
業
務

委
託
の
概
要
を
伺
う
。

問

　
　

基
本
協
定
支
援
業
務

委
託
は
、
令
和
２
年
度
に

事
業
者
間
の
合
意
書
で
あ

る
基
本
協
定
書
の
締
結
に

答

向
け
、
協
定
書
の
作
成
や

事
業
実
施
に
必
要
な
事
業

内
容
、
事
業
手
法
、
全
体�

配
置
図
、
概
算
事
業
費
、

費
用
分
担
、
全
体
ス
ケ
ジ�

ュ
ー
ル
な
ど
を
ま
と
め
た

事
業
概
要
書
の
作
成
な
ど

を
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
業
務
の
中
で
、

令
和
元
年
度
に
行
っ
た
官

民
連
携
基
盤
推
進
調
査
業

務
委
託
で
足
り
な
か
っ
た

調
査
項
目
に
つ
い
て
も
、

市
民
や
議
会
に
示
せ
る
よ

う
、
調
査
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
別
掲
１
の
と

お
り
附
帯
決
議
を
取
り
ま

と
め
、
市
長
へ
提
出
し
ま

し
た
。

附帯決議（概要）
　議案第２号　令和２年度会津若松市一般会計予算には会津若松
駅前都市基盤整備事業費 1,998 万円が計上されている。
　駅前整備は、第７次総合計画「政策分野 39　まちの拠点、施
策３会津若松駅前の整備検討」の中で、「駅及び駅周辺施設の利
用者などの利便性の向上と安全性の向上に向けた検討を進める」
と、位置付けられている事項である。
　駅前は、本市の玄関口として観光客を迎える「本市の顔」であ
ると同時に、主要交通の結節点としても重要な施設である。その
ため、整備の必要性は十分に理解するが、整備に当たっては、十
分な調査、検討を行いながら、慎重に進めていかなければならな
い。加えて、市民のみならず、観光、通勤・通学など、老若男女
を問わず利用する施設であることから、常に市民、利用者の意見
に耳を傾け、その意見を事業に取り入れていく必要がある。
　以上のことから、本案については賛成するものの、会津若松駅
前都市基盤整備事業の執行に当たっては、十分な調査と検討を
行った上で、慎重に事業を進めるよう要望するものである。また、
民間事業者との関係もあることは十分承知するが、市民、議会に
対して、事業期間や事業費、財政負担を含め、でき得る限り情報
を公開し、意見を取り入れながら進めるよう、強く求めるもので
ある。

別掲１

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

一
般
質
問
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イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被

害
防
止
に
効
果
を
上
げ
て

い
る
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

支
援
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

地
区
の
拡
大
や
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
を
行
う
市
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
増
員

な
ど
、
鳥
獣
被
害
防
止
に

向
け
た
取
組
を
強
化
し
て

い
く
考
え
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
す
支
援
は

地
域
防
災

　
　

本
市
に
お
け
る
自
主

防
災
組
織
の
設
立
状
況
は
。

ま
た
、
組
織
結
成
を
促
す

た
め
の
支
援
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

本
市
の
自
主
防
災
組

織
は
、
昨
年
末
の
時
点
で

７
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
後

に
実
施
し
た
区
長
ア
ン
ケ�

ー
ト
で
は
、
65
の
町
内
会

か
ら
、
自
主
防
災
組
織
の

組
織
化
に
向
け
た
検
討
の

意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
た

め
、
市
に
お
い
て
も
地
域

防
災
計
画
に
掲
げ
る
令
和

５
年
度
に
お
け
る
自
主
防

災
組
織
に
加
入
す
る
世
帯

問答

の
割
合
を
10
％
と
す
る
目

標
達
成
の
た
め
に
、
自
主

防
災
組
織
設
立
補
助
金

の
活
用
を
促
す
な
ど
、
組

織
化
に
向
け
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
組
織
化
に
当
た
っ
て

は
、
災
害
発
生
の
危
険
性

が
高
い
地
域
を
最
優
先
に

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

ま
す
が
、
継
続
的
な
取
組

と
す
る
た
め
に
は
地
域
に

お
け
る
防
災
機
運
の
高
ま

り
が
重
要
と
な
る
た
め
、

地
域
の
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
丁
寧
な
対
応
に
よ
り

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

災
害
情
報
の
伝
達
の
あ
り
方
は

　
　

令
和
元
年
東
日
本
台

風
の
発
生
時
に
お
け
る
災

害
情
報
の
伝
達
方
法
を
踏

ま
え
、
今
後
の
災
害
情
報

伝
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。

問

　
　

令
和
元
年
東
日
本
台

風
の
発
生
時
に
お
け
る
災

害
情
報
の
伝
達
方
法
と
し

て
は
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
防
災

速
報
ア
プ
リ
等
を
用
い
た

情
報
発
信
に
加
え
、
広
報

答

車
や
消
防
団
に
よ
る
広
報�

な
ど
の
手
段
に
よ
り
伝
達

を
図
り
ま
し
た
が
、
市
民

か
ら
提
供
情
報
の
内
容
が

分
か
り
に
く
い
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

情
報
伝
達
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
災
害
情
報
一
元
化

シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
発
信

情
報
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
化

に
よ
る
事
前
準
備
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の

取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
迅
速
に
、
正
確

な
情
報
の
発
信
が
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
く
考

え
で
す
。
一
方
で
災
害
発

生
時
に
お
い
て
は
、
市
か

ら
の
情
報
伝
達
手
段
も
限

定
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
確

認
に
よ
る
危
険
情
報
の
把

握
や
、
自
ら
必
要
な
災
害

情
報
を
確
認
す
る
な
ど
の

自
助
の
取
組
も
重
要
で
あ

る
た
め
、
市
民
の
防
災
に

対
す
る
機
運
の
醸
成
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

す
。

災
害
備
蓄
の
考
え
方
は

　
　

避
難
所
等
に
お
け
る

災
害
備
蓄
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問
　
　

災
害
時
に
お
け
る
物

資
の
確
保
の
た
め
、
市
民

に
対
し
て
最
低
３
日
間
分

の
家
庭
内
備
蓄
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
市
に
お
い

て
も
、
公
共
性
の
高
い
生

活
必
需
品
の
備
蓄
や
、
民

間
事
業
者
と
の
災
害
時
応

援
協
定
の
締
結
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
流

※

通

答

備
蓄
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

毛
布
な
ど
個
人
備
蓄
が
難

し
い
物
資
を
優
先
的
に
整

備
し
て
い
く
考
え
で
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
の
取
組
は

食
料
・
農
業
・
農
村

　
　

今
後
の
鳥
獣
被
害
防

止
に
対
す
る
取
組
を
伺
う
。

問答捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の
処
理
費
用
の
支
援
は

　
　

捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣

の
処
理
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
考

え
な
の
か
。

問
　
　

要
望
の
多
い
捕
獲
し

た
有
害
鳥
獣
の
埋
設
費
用

答

に
つ
い
て
支
援
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
処
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
く
考

え
で
す
。

電気柵を設置している様子

※
流
通
備
蓄

　

民
間
事
業
者
と
連
携
し
、

流
通
段
階
に
あ
る
商
品
を
、

災
害
時
に
備
蓄
品
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
。

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

一
般
質
問

審
議
結
果
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市
道
整
備
実
施
に
向
け
た
計
画
は

　
　

市
道
整
備
に
つ
い

て
、
市
民
の
要
望
に
応
え

る
た
め
の
財
源
と
実
施
に

向
け
た
計
画
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
道
舗
装
整
備
事
業

に
関
し
て
は
、
国
の
「
道

整
備
交
付
金
事
業
」
が
終

了
す
る
た
め
、
今
後
は
起

債
を
活
用
す
る
な
ど
市
の

経
費
で
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、�

２
６
９
件
あ
る
市
民
要
望

の
う
ち
、
優
先
度
の
高
い�

70
路
線
を
整
備
す
る
た
め

問答未
実
施
地
区
へ
の
対
応
は

　
　

市
道
整
備
の
要
望
事

項
箇
所
に
つ
い
て
実
施
に

至
ら
な
い
場
合
、
地
区
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

　
　

要
望
時
の
現
地
立
ち

会
い
な
ど
の
機
会
に
、
実

施
の
見
通
し
に
つ
い
て
丁

寧
に
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
応
え
ら
れ
て
い

問答
道
路
整
備

に
要
す
る
経
費
を
４
億
円

と
見
込
み
、
５
年
間
で
整

備
す
る
計
画
で
す
。
道
路�

の
舗
装
補
修
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
市
の
経
費
で
実
施

す
る
も
の
で
あ
り
、
舗
装

補
修
計
画
に
の
っ
と
っ
て

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

側
溝
整
備
に
つ
い
て
は
、

要
望
件
数
が
１
８
０
件
近

く
あ
り
、
緊
急
性
の
高
い

も
の
か
ら
１
件
で
も
多
く

市
民
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
進
め
て
い
く
考
え
で

す
。

な
い
要
望
の
う
ち
、
長
期

間
経
過
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
要
望
者
に
改
め
て

対
応
状
況
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
要
望

す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う

か
の
確
認
な
ど
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

予
算
増
額
と
な
っ
た
理
由
は

　
　

市
民
要
望
に
対
す
る

予
算
を
増
額
す
る
に
至
っ

た
考
え
と
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

身
近
な
道
路
の
整
備

は
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
市
と
し
て
の
認
識

問答

に
よ
り
、
予
算
を
増
額
し

ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て

も
、
１
件
で
も
多
く
の
市

民
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
予
算
の
確
保
に
意
を
用

い
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

議案第 38 号
令和元年度会
津若松市一般
会計補正予算
（第７号）

教
育
旅
行
誘
致
推
進
事
業
費

【
概
要
】　

　

福
島
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
「
教
育
旅
行
震
災
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
及
び
令
和

元
年
度
の
新
規
雇
用
者
の
雇
用
要
件
不
適
合
が
判
明
し
た

こ
と
に
伴
う
平
成
30
年
度
補
助
金
の
返
還
及
び
令
和
元
年

度
委
託
料
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

補
助
金
の
返
還
に
至
っ
た
経
緯
は

　
　

県
の
緊
急
雇
用
創
出

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
教
育
旅
行
震
災
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
お
い

て
、
補
助
金
の
返
還
及
び

委
託
料
の
減
額
に
至
っ
た

問

経
緯
を
伺
う
。

　
　

当
該
事
業
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
求
職
者

を
新
規
雇
用
し
、
教
育
旅

行
の
誘
致
・
回
復
に
向
け

た
業
務
等
を
行
う
と
と
も

答

に
、
安
定
雇
用
へ
の
円
滑

な
移
行
に
つ
な
が
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
一
般
財
団
法
人
会

津
若
松
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

へ
委
託
し
て
い
る
も
の
で

す
が
、
市
か
ら
会
津
若
松

観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
対
し

て
行
っ
た
業
務
実
施
状
況

照
会
に
よ
り
、
新
規
雇
用

者
の
一
部
が
、
過
去
１
年

間
に
当
該
事
業
以
外
の
就

業
実
績
が
な
い
こ
と
な
ど

の
雇
用
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
こ
と
が
判
明
し
、

平
成
30
年
度
事
業
分
に
つ

い
て
は
補
助
金
の
返
還
、

令
和
元
年
度
事
業
分
に
つ

い
て
は
委
託
料
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
は

　
　

今
後
再
発
防
止
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　
　

本
年
３
月
10
日
に
会

津
若
松
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
理
事
長
か
ら
、
市
長
に

対
し
、
今
回
の
事
態
に
つ

い
て
の
お
詫
び
と
、
再
発

答

防
止
の
取
組
が
示
さ
れ
、

ま
た
、
市
長
か
ら
は
会
津

若
松
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に

対
し
、
適
正
な
業
務
執
行

に
努
め
る
よ
う
厳
重
注
意

を
行
い
ま
し
た
。

２月定例会日程
２月27日（木）招集日
　　　本会議（施政方針演説、提案理由説明）
３月２日（月）、３日（火）、４日（水）
　　　本会議（一般質問）
　　５日（木）
　　　本会議（総括質疑）
　　６日（金）
　　　本会議（総括質疑）、予算決算委員会
　　９日（月）
　　　総務委員会・産業経済委員会
　　　予算決算委員会第１・第３分科会
　　10日（火）
　　　文教厚生委員会・建設委員会
　　　予算決算委員会第２・第４分科会
　　11日（水）
　　　予算決算委員会第１・第３分科会
　　12日（木）
　　　予算決算委員会第２・第４分科会
　　16日（月）
　　　総務委員会、予算決算委員会第１・第３分科会
　　17日（火）
　　　建設委員会、予算決算委員会第２・第４分科会
　　19日（木）
　　　予算決算委員会
　　24日（火）
　　　最終本会議（委員会審査報告～表決）

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

一
般
質
問
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議案第 29 号
会津若松市奨
学資金給与条
例の一部を改
正する条例

奨
学
資
金
給
与
条
例
を
一
部
改
正

【
条
例
改
正
の
趣
旨
・
理
由
】　

　

本
市
の
奨
学
資
金
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
給
与
の

対
象
者
、
要
件
及
び
給
与
方
法
を
見
直
す
た
め
に
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

給
与
条
件
の
改
正
内
容
は

　
　

就
学
資
金
の
給
与
条

件
は
ど
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
る
の
か
。

問
　
　

本
市
に
お
け
る
奨
学

金
制
度
を
改
正
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
他
の
奨
学
金

制
度
と
の
併
給
を
認
め
る

と
と
も
に
、
所
得
要
件
に

つ
い
て
も
緩
和
し
、
利
用�

答

し
や
す
い
制
度
と
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
学
業
に
励

ん
だ
こ
と
を
評
価
す
べ
き

と
の
判
断
に
立
ち
、
取
扱

要
綱
で
定
め
る
予
定
で
あ

る
成
績
要
件
に
つ
い
て
は
、

条
件
を
厳
し
く
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

支
給
時
期
が
４
月
と
な
る
こ
と
へ
の
認
識
は

　
　

入
学
枠
給
与
者
へ
の

奨
学
金
の
支
給
時
期
が
４

月
と
な
る
こ
と
に
つ
い

て
、
認
識
を
伺
う
。

問
　
　

奨
学
金
に
つ
い
て
は

給
与
者
本
人
へ
の
支
給
と

な
る
た
め
、
高
校
へ
の
合

答

格
を
確
認
後
、
４
月
中
に

給
与
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
３
月
中
に
制
服
等
を

購
入
す
る
場
合
は
、
一
時

的
に
自
己
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
奨
学

金
給
与
者
か
ら
の
意
見
等

を
確
認
し
な
が
ら
、
給
与

時
期
に
つ
い
て
の
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

奨
学
金
給
与
者
の
選
考
方
法
は

　
　

奨
学
金
給
与
者
の
選

考
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

問
　
　

奨
学
金
給
与
者
の
選

考
に
当
た
っ
て
は
、
応
募

者
か
ら
提
出
さ
れ
る
申
請

書
の
目
標
・
目
的
等
を
確

認
の
上
、
成
績
基
準
や
経

済
状
況
を
も
と
に
、
個
々

の
ケ
ー
ス
を
見
な
が
ら
判

断
し
て
い
く
考
え
で
す
。

答

※
な
お
本
件
に
つ
い
て
、

議
会
と
し
て
、
別
掲
２
の

と
お
り
要
望
的
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
市
長
へ
提
出

し
ま
し
た
。

　奨学資金の支給時期のあり方について（概要）
　教育委員会においては、本条例の改正により、
これまでの奨学資金給与制度を見直し、他の奨学
金制度等との併給や対象者枠の拡大、所得要件の
緩和など、利用しやすい奨学資金給与制度への改
善を図ったことについては評価するものである。
　しかしながら、奨学資金給与制度の高校入学枠
給与者に対する奨学資金の支給時期については、
教育委員会より２月募集、４月給与とする運用方
針が示されたが、制服等の準備を高校入学が決定
した３月中に始めることを考えると、４月給与で
は、制服等の購入費を一時的に負担する必要があ
り、その負担は軽視できないと考えることから、
３月中の奨学資金支給を検討するよう要望するも
のである。

別掲２（要望的意見）

総
括
質
疑
を
行
っ
た
議
員
名
と
項
目

議
案
第
２
号
修
正
案
（
庁
舎
整
備
事
業
費
を
削

除
す
る
案
）
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
議
員
名

①
後
藤　

守
江 

議
員

・
庁
舎
整
備
事
業
費
ほ
か

②
古
川　

雄
一 

議
員

・�

温
泉
地
域
活
性
化
推
進
事

業
費
ほ
か

③
原
田　

俊
広 

議
員

・�

立
地
適
正
化
計
画
策
定
事

業
費
ほ
か

④
斎
藤　

基
雄 

議
員

・�

会
津
若
松
市
公
設
地
方
卸

売
市
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
ほ
か

⑤
大
竹　

俊
哉 

議
員

・�

児
童
虐
待
防
止
対
策
事
業

費
ほ
か

⑥
譲
矢　

隆 

議
員

・
健
康
増
進
事
業
費

⑦
松
崎　

新 

議
員

・�

地
域
福
祉
計
画
推
進
事
業

費
ほ
か

⑧
横
山　

淳 

議
員

・
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
費

⑨
目
黒　

章
三
郎 

議
員

・�

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
策
定
事
業
費
ほ
か

⑩
吉
田　

恵
三 

議
員

・�

緊
急
減
量
化
対
策
事
業
費

ほ
か

①
松
崎　

新 

議
員

②
渡
部　

認 

議
員

③
石
田　

典
男 

議
員

①
松
崎　

新 

議
員

②
石
田　

典
男 

議
員

③
横
山　

淳 

議
員

④
目
黒　

章
三
郎 

議
員

⑤
斎
藤　

基
雄 

議
員

３
月
５
日
に
追
加
提
案

さ
れ
た
議
案
第
38
号
令

和
元
年
度
会
津
若
松
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）（
教
育
旅
行

誘
致
推
進
事
業
費
）
に

対
す
る
質
疑

賛
否
一
覧
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　２月定例会で審査された請願の審査の経過と結果をお知ら
せします。

案件 請願内容 所管委員会における
審査経過および結果

本会議における
審議結果

請願第１号
福島県最低賃
金の引上げと
早期発効につ
いて

　福島県の最低賃金を
政府の「早期に全国加
重平均が 1,000 円にな
ることを目指す」との
決定に沿って、相応の
引上げを行うことなど
５点の実現を図るた
め、関係機関に働きか
けてほしい。

　本請願については、願意の趣旨当然と認めら
れることから、採択すべきものと決められまし
た。

採択
　なお、同件名
の意見書案が可
決され、この具
現化を図るた
め、上記のとお
り関係行政庁等
に意見書を送付
しました。

 決議とは、議会が行う意思形成行為で、政治的な効果や議会の意思を対外的に
表明することが必要であると考える場合などに行われます。２月定例会で可決さ
れた決議内容は下記のとおりです。

決 議

１�　積極的な情報収集と市民への正確かつ的確な情報提供を行い、市民の不安の払拭に意を用い
ること。また、引き続き感染症予防対策の啓発に努めること。
２�　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念される中においても、適切な医療体制が確保で
きるよう関係機関との連携を図ること。
３�　小・中学校等の一斉休業に伴う児童・生徒への影響を極力抑えるよう対策に努めること。特
に、休業中における学習指導とともに、長時間自宅で過ごすことによる運動不足や精神的なス
トレスに対する不安の解消に意を用いること。
４�　小・中学校等の一斉休業により子どもの世話のために休暇が必要となった保護者について、
所得や就業が維持されるよう関係機関との連携を図りながら支援すること。
５�　小規模・中小企業をはじめとする全ての事業者が経営と雇用を継続できるよう国等の支援策
の周知と活用の促進を図るとともに、相談体制の強化や金融支援の拡充等を図ること。
６�　観光客の大幅な減少が予測されることから、観光プロモーションを強化するとともに、旅行
業者や観光需要の喚起につながる旅行商品の造成等に対する支援を行うなど、観光需要の回復
に資する取組に努めること。
７�　上記のほか、市民生活の安定のため、国や県の施策との連動を図るとともに、必要に応じて
国等の支援への上乗せや市独自の新たな支援策を検討すること。

新型コロナウイルス感染症対策に係る支援等の実施に関する決議（概要）

　意見書とは、地方自治法第 99 条
に基づき、地方公共団体の公益に関
することに関して、議会の意思を意
見としてまとめた文書です。議会は、
その意見書を国会または関係行政庁
に提出することができます。
　今定例会で可決された意見書の内
容は、次のとおりです。

意 見 書 福島県最低賃金の引上げと早期発効について ( 抜粋 )
１�　福島県最低賃金を、毎年年率３％程度を目途に引上げ
を図ること。また、令和元年６月に政府が閣議決定した
経済財政運営と改革の基本方針において「より早期に全
国加重平均が 1,000 円になることを目指す」とした決定
に基づき相応の引上げを行うこと。

２�　福島県内の労働力確保、人口流出抑制・防止を見据え
た金額とすること。

　その他３点を含め、合計５点のことについて、内閣総理
大臣、福島労働局長等関係機関へ意見書を送付しました。

次ページにつづく
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案件 陳情内容 所管委員会における
審査経過および結果

本会議における
審議結果

陳情第１号
陳情第２号
陳情第３号
市発注事業等
における地元
業者の活用に
ついて

　市の公共事業におい
て、元請け、下請けに
地元企業を積極的に活
用し、地元経済の活性
化や労働者の育成・確
保を図ることについ
て、特段の措置を講じ
てほしい。

　総務委員会の審査において行われた委員間討
議では、種々意見が交わされましたが、「地元
業者を積極的に活用することにより、人材確保
や技術の継承、雇用の確保や人口維持及びシ
ビックプライドの醸成などにつながっていく。
また、契約については、入札制度のさらなる研
究の必要性がある」との委員会としての合意点
を確認しました。

【審査結果】
　本陳情については、願意の趣旨当然と認めら
れることから、採択すべきものと決められまし
た。

採択

陳情第４号
新庁舎を含め
た公共施設に
おけるＬＰガ
ス及びＬＰガ
ス空調等の採
用について

　新庁舎及び公共施設
の業務継続対策とし
て、中核充てん所制度
もあり分散型エネル
ギーであるＬＰガスの
採用及び災害時の業務
継続のためのＬＰガス
空調等の採用について、
新庁舎における設計段
階での導入の検討及び
公共施設への導入の検
討をするよう、特段の
措置を講じてほしい。

　総務委員会の審査において行われた委員間討
議では、種々意見が交わされましたが、「新庁
舎や公共施設における災害時等への備えのた
め、複数のエネルギーの確保について検討する
必要がある」との委員会としての合意点を確認
しました。

【審査結果】
　本陳情については、願意の趣旨当然と認めら
れることから、採択すべきものと決められまし
た。

採択

陳情第５号
公共施設にお
ける会津産材
の積極的な利
活用について

　新たに整備する公共
施設において会津産材
を積極的に使用するこ
となど２点の実現を図
るため、特段の措置を
講じてほしい。

　本陳情については、願意の趣旨当然と認めら
れることから、採択すべきものと決められまし
た。 採択

陳情第６号
安定的・継続
的な除排雪体
制の確保につ
いて

　暖冬の年でも待機料
並びに機械損料等につ
いて、事業者が除排雪
体制の維持・継続を図
れるような待機料の増
額及び道路除雪等業務
委託制度の構築するこ
となど２点の実現を図
るため、特段の措置を
講じてほしい。

　建設委員会の審査において行われた委員間討
議では、「小雪により出動回数が激減し、令和
元年度にあっては出動がなく、除雪による収入
が激減し、業者は疲弊している。待機料につい
ては、本年度の対応を求めるものではなく、次
年度以降検討してほしいという趣旨であったと
理解する。また、除雪体制の維持のため、全面
委託を実施することは、これまで政策討論会第
４分科会で検討してきたことであり、引き続き
検討していく必要がある」「陳情者の心情は理
解できる。市と組合との協議機関の設置につい
ては賛同できる。他方、除排雪体制の維持・継
続自体が必要なのは当然だが、その手法として
待機料の増額が必要なのかは疑問が残る」「除
排雪維持のために、待機料の増額が必要なのか
はさらに検討すべきではないか」「市と協議機
関の設置について、陳情者からの意見陳述では、
引き続き協議を続けていくことが願意であり、
機関を設置する必要性に疑問が残る」など、種々
議論が交わされました。

【審査結果】
　本陳情については、さらに慎重に審査を進め
る必要があることから、議会閉会中の継続審査
とすべきものと決められました。

継続審査
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否
一
覧
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２月定例会に提出された議案等とその審議結果
番号 件　　　　　名

２
議案第２号　令和２年度
会津若松市一般会計予算
に対する附帯決議

以上、原案のとおり可決
意　見　書　案（1 件）

１ 福島県最低賃金の引上げ
と早期発効について

原案のとおり可決。なお、この
具現化を図るため、関係行政庁
等に意見書を送付しました。

請願・陳情（7 件）

請願
１

福島県最低賃金の引上げと
早期発効について ( 日本労
働組合総連合会福島県連合
会会津若松地区連合会 議
長 石井 陽一さん )・紹介
議員～譲矢 隆議員他１名

陳情
１

市発注事業等における地元
業者の活用について
( 阿賀川会津砂利協業組合 
理事長 渡部 公太郎さん )

陳情
２

市発注事業等における地元
業者の活用について
( 福島県塗装協会会津支部 
支部長 佐藤 泰男さん )

陳情
３

市発注事業等における地元
業者の活用について
( 会津地区左官業組合 組合
長 羽染 哲夫さん )

陳情
４

新庁舎を含めた公共施設に
おけるＬＰガス及びＬＰガ
ス空調等の採用について (
福島県ＬＰガス協会会津支
部 支部長 吉田 正明さん )

陳情
５

公共施設における会津産材
の積極的な利活用について
( 会津木材協同組合 理事長 
長谷川 直也さん )

以上、採択

陳情
６

安定的・継続的な除排雪体
制の確保について ( 会津道
路メンテナンス協同組合 
理事長 弓田 八平さん )

継続審査

番号 件　　　　　名
修　正　案（ 1 件）

２
令和２年度会津若松市一般
会計予算に対する修正案

否決

議　　　　案（38 件）

１ 会津若松市議会委員会条
例の一部を改正する条例

２

令和２年度会津若松市一
般会計予算
（以下 12 号までの各会計
予算は会計名のみ記載）

３ 水道事業会計
４ 簡易水道事業会計
５ 下水道事業会計
６ 国民健康保険特別会計
７ 観光施設事業特別会計
８ 地方卸売市場事業特別会計

９ 扇町土地区画整理事業特
別会計

10 介護保険特別会計

11 三本松地区宅地整備事業
特別会計

12 後期高齢者医療特別会計

13

令和元年度会津若松市一
般会計補正予算（第６号）
（以下24号までの各会計補
正予算は会計名のみ記載）

14 水道事業会計（第３号）

15 国民健康保険特別会計
（第４号）

16 西田面簡易水道事業特別
会計（第２号）

17 観光施設事業特別会計
（第４号）

18 下水道事業特別会計（第
４号）

19 地方卸売市場事業特別会
計（第３号）

20 扇町土地区画整理事業特
別会計（第４号）

21 農業集落排水事業特別会
計（第４号）

22 介護保険特別会計（第４号）

23 個別生活排水事業特別会
計（第４号）

番号 件　　　　　名

24 後期高齢者医療特別会計
（第４号）

25
会津若松市固定資産評価
審査委員会に関する条例
の一部を改正する条例

26 会津若松市行政財産使用料
条例の一部を改正する条例

27 会津若松市職員定数条例

28 会津若松市印鑑条例の一
部を改正する条例

29 会津若松市奨学資金給与条
例の一部を改正する条例

30
会津若松市公設地方卸売
市場条例の一部を改正す
る条例

31 会津若松市都市公園条例
の一部を改正する条例

32 会津若松市道路占用料等条
例の一部を改正する条例

33 会津若松市手数料条例の
一部を改正する条例

34 会津若松市市営住宅条例
の一部を改正する条例

38 令和元年度会津若松市一
般会計補正予算（第７号）
以上、原案のとおり可決

35 町の区域の画定について

36 財産の取得について
（小学校指導書）

37 字の区域の変更について
以上、可決

報　　　　告（1 件）
１ 監査の結果報告について

諮　　　　問（1 件）

１

人権擁護委員候補者の推
薦について
林 惠子さん ( 河東町 )
鵜川 旨由さん ( 河東町 )
山内 正吉さん ( 和田二丁目 )

意見（同意）
決  議  案（2 件）

１
新型コロナウイルス感染
症対策に係る支援等の実
施に関する決議

※�アミかけ部分が採決で賛否が分かれた案件です。
※�アミかけ以外は全会一致による可決や採択等を表しています。

討　
　
　

論

一
般
質
問

審
議
結
果

賛
否
一
覧

議
案
等
の
審
査
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※　○は賛成　●は反対　討は討論がなされた案件　　
※　議長（清川雅史）は採決に加わらない
※　会派名の略称は次のとおり　社民党⇒社会民主党・市民連合　みらい⇒みらいの会　共産⇒日本共産党会津若松市議団　夢⇒夢クラブ

　　　　　　会派名

　　　　　　　　　　　議員名 
 
　議案等名

議決結果 反
対: 賛成

市民クラブ フォーラム会津 社民党 創風あいづ 公明党 みらい 共産 夢

髙
橋　

義
人

小
倉
孝
太
郎

成
田　

眞
一

清
川　

雅
史

戸
川　

稔
朗

石
田　

典
男

内
海　
　

基

長
郷
潤
一
郎

古
川　

雄
一

中
島　

好
路

渡
部　
　

認

髙
梨　
　

浩

譲
矢　
　

隆

丸
山
さ
よ
子

松
崎　
　

新

吉
田　

恵
三

村
澤　
　

智

横
山　
　

淳

目
黒
章
三
郎

奥
脇　

康
夫

大
山　

享
子

樋
川　
　

誠

小
畑　
　

匠

後
藤　

守
江

大
竹　

俊
哉

原
田　

俊
広

斎
藤　

基
雄

成
田　

芳
雄

議案第２号　令和２年度会津若松市
一般会計予算に対する修正案 否決 5：22 ● ● ● － ● ● ○ ○ ○ ○

討
● ● ● ●

 
● 
討

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
討

議案第２号　令和２年度会津若松市
一般会計予算 原案可決 20：7 ○ ○ ○ － ○ ○ ● ● ● ● ○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 
○ 

 
● 
討

● ●

議案第 12 号　令和２年度会津若松
市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 25：2 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 
● 
討

● ○

決議案第２号　議案第２号　令和２
年度会津若松市一般会計予算に対す
る附帯決議

採択 25：2 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

２月定例会賛否一覧 ※これ以外の案件等は 10㌻のとおり全会一致で可決等されています。

討 論
　討論は、表決の前に議題になっている案件に対し、賛成か反
対かの自己の意見を表明することをいいます。なお、２月定例
会で討論があったものすべてを掲載しています。
　本市では、討論に先立ち議員間討議を位置付け、議論の経過
を含めた説明責任を適切に果たすこととしています。

議案第２号　令和２年度会津若松市一般会計予算に対する修正案
　　　　松崎 新 議員

　　　　議案第２号令和２年度会津若松市一般
会計予算の修正案は、新庁舎整備事業が中断す
る内容であることから反対する。その理由の一
つ目は、令和２年度までに庁舎整備実施計画の
策定に入れば有利な起債を借りることができ
る。二つ目は、すでに業務委託をしている事業
が中断すれば違約金が発生する場合があるから
である。

　　　　中島 好路 議員

　　　　令和元年 11 月 27 日全議員に対し、現
在地への「総合庁舎建設」から「分割建設」に
変更する旨示され、併せて建設予算が 103 億円
と令和２年度一般会計予算額の２割を超えるこ
とが示された。改めて、分割建設に対する市民
のコンセンサスを得ているとは解しがたく、多
くの市民の理解を得る努力が必要と考え修正案
に賛成する。

　　　　成田 芳雄 議員

　　　　新庁舎を総合庁舎から分割庁舎にする最大の原因は、狭い場所に建設するからである。
不測の事態発生時に市民の生命や財産を守るためには、広い敷地に建設するのは当然であり、購
入予定の県立病院跡地に建設すべきである。そのため分割庁舎とする栄町第一庁舎は、これまで
どおり市民活動の拠点とすべきと考えるため、賛成する。
議案第２号　令和２年度会津若松市一般会計予算
　　　　原田 俊広 議員

　　　　この予算には、保育士宿舎借り上げ支援事業補助金など、私が求めた大事な事業や予算
がいくつか含まれているが、値上げされる給食費への保護者補助がなく、併せて①会津大学への
寄付の増額、②自衛隊からの要請に基づいた個人情報の提供、③個人番号カードの普及など、到
底同意できない事業や予算が含まれているため反対する。
議案第 12 号　令和２年度会津若松市後期高齢者医療特別会計予算
　　　　原田 俊広 議員

　　　　保険料が、均等割で一人当たり1,700円増え年額43,300円に、所得割で0.29％上がり8.23％
に引き上げられる内容となっている。加えて、低所得者の保険料軽減も昨年に続いて本年も打ち
切られるなど、低所得者が多い 75 歳以上の年金生活者である被保険者に、大きな負担増を強い
る予算となっているため反対である。

賛成

反対

反対

反対

賛成

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

審
議
結
果
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市の考えを問う

一般質問
分野別目次
　◇建設・都市計画 ･･･12
　◇教育・文化 ･･･････13
　◇行財政 ･･･････････13
　◇生活・環境 ･･･････15
　◇健康・福祉 ･･･････17
　◇産業・経済 ･･･････18

一般質問は、市政全般の事務事業について市の方針をただすものです。
２月定例会の一般質問は、３月２日から４日まで行われ、22 名の議員が登壇しました。
その主な内容を、一人一項目とし、分野別に掲載しました。

会議録が閲覧できます 議会映像配信を行っています
　２月定例会の会議録は５月下旬からご覧いた
だけます。
①インターネット上での閲覧
　�　市議会ホームページの会議録検索システム
をご利用ください。

②会議録（印刷したもの）による閲覧
　��　会津図書館、各公民館、議会事務局、市政
情報コーナーに設置してあります。

　市議会ホームページよりご覧いただけます。
①ライブ映像
　　定例会および臨時会の
　本会議ならびに予算決算
　委員会の開催中に、ユー
　チューブライブにより配信
②録画映像
　�　定例会および臨時会の閉会から約１カ月後
に、ユーチューブにより配信

　各議員の名前の下に掲載してある二次元
バーコードから各議員の一般質問の録画映
像にアクセスできます。(スマートフォン用)

２月定例会録画映像の
トップページはこちらから⇒

ここをクリック

　
　

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
１
日
の
賃
金
の
60
％
を

36
日
間
保
証
す
る
現
在
の

基
本
待
機
保
証
は
、
除
雪

シ
ー
ズ
ン
中
に
除
雪
稼
働

が
な
く
て
も
、
除
雪
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
生
活
を
維
持

す
る
の
に
十
分
な
も
の
な

の
か
認
識
を
伺
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

斎
藤　

基
雄 

議
員

除
雪
待
機
保
証
の
特
例
を
検
討
す
べ
き

整
理
す
べ
き
課
題
が
多
く
慎
重
に
対
応

答

　
　

多
く
の
除
雪
事
業
者

は
建
設
業
を
本
業
と
し
て

お
り
、
収
入
に
差
こ
そ
あ

る
も
の
の
、
除
雪
稼
働
が

な
い
場
合
も
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
一
人
当
た
り
の
収
入

約
55
万
円
が
加
わ
る
こ
と

に
な
り
、
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
　
　

除
雪
事
業
者
は
建
設

業
だ
け
で
は
な
く
、
55
万

円
は
３
カ
月
間
で
の
保
証

で
あ
り
、
除
雪
人
材
の
不

足
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

問

不
十
分
な
も
の
で
す
。
待

機
保
証
の
特
例
を
設
け
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

除
雪
稼
働
が
な
い
場

合
に
、
他
の
業
務
委
託
に

よ
る
対
応
も
今
後
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
待
機
保
証
の

特
例
は
、
少
雪
の
判
断
基

準
や
、
周
辺
自
治
体
と
の

待
機
料
水
準
の
調
整
な
ど
、

整
理
す
べ
き
課
題
も
多
く

あ
る
た
め
、
慎
重
な
対
応

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽
学
校
で
の
グ
リ
ホ
サ
ー

　

ト
系
除
草
剤
使
用
問
題

答

建設・都市計画

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討　
　
　

論
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学
校
及
び
公
営
住
宅

等
の
公
共
施
設
に
関
す
る

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
再
編
の

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

長
郷　

潤
一
郎 

議
員

学
校
施
設
に
関
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は

統
廃
合
等
を
含
め
再
編
に
つ
い
て
検
討

答

　
　

学
校
施
設
に
関
す
る

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

「
公
共
施
設
再
編
の
考
え

方
」
に
お
け
る
学
校
教
育

施
設
の
再
編
に
向
け
た
方

針
で
は
、
将
来
的
に
は
、

人
口
減
少
に
伴
い
児
童
生

徒
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
統
廃
合
を
含
め
再

編
の
検
討
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
学
校
運
営
協

議
会
等
の
議
論
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
公

営
住
宅
等
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
に
お
い
て
、
最
終
年
度

に
あ
た
る
令
和
２
年
度
の

需
要
量
を
推
計
し
た
上
で

問答

整
備
方
針
を
定
め
、
建
て

替
え
や
改
善
に
よ
る
長
寿

命
化
に
よ
り
必
要
な
量
を

供
給
す
る
ほ
か
、
狭
小
な

敷
地
や
老
朽
化
し
た
住
宅�

の
用
途
を
廃
止
し
統
合
を

図
る
な
ど
、
再
編
に
つ
い

て
も
位
置
付
け
て
い
ま
す
。�

基
本
的
な
公
営
住
宅
等
の

整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
再
編
プ
ラ
ン
等

で
示
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

ご
み
の
環
境
問
題
と
循

環
型
社
会
の
構
築

▽�

放
置
空
家
・
遊
休
農
地

の
解
消

　
　

市
民
に
本
や
資
料
へ

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
取
組
は
。

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉　

孝
太
郎 

議
員

会
津
図
書
館
活
用
の
た
め
の
取
組
は

情
報
発
信
や
各
種
事
業
の
充
実
を
図
る

答

　
　

会
津
図
書
館
で
は
、

幅
広
い
世
代
に
向
け
た
講

座
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
の
読
書
意
欲
を
喚
起
す

る
事
業
や
、
市
政
だ
よ
り

や
会
津
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ�

ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
を

活
用
し
た
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
図
書

館
の
利
用
拡
大
に
向
け
て
、

情
報
発
信
や
各
種
事
業
内

容
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

問答

　
　

生
産
年
齢
人
口
の
減

少
と
い
う
重
要
課
題
に
対

す
る
市
の
取
組
と
今
後
の

取
組
を
伺
い
ま
す
。

市
民
ク
ラ
ブ

髙
橋　

義
人 

議
員

生
産
年
齢
人
口
減
少
へ
の
取
組
は

市
民
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る

答

　
　

人
口
10
万
人
程
度
の

維
持
を
目
指
し
、
移
住
の

促
進
、
子
育
て
環
境
の
充

実
、
雇
用
の
創
出
等
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
地
域
情
報
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
会
津
若
松
＋プ
ラ
スを

活
用
し
た
、
出
産
・
子
育

て
等
の
申
請
手
続
の
利
便

性
向
上
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
Ａア

イ

ク

ト

ｉ
Ｃ
Ｔ
を
拠
点
と
し�

た
地
元
企
業
の
活
性
化
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
教
育
環
境

の
向
上
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
推
進
、
多
様
な
交
通

移
動
手
段
を
つ
な
ぐ
Ｍ※
マ
ー
スａ�

ａ
Ｓ
の
取
組
な
ど
に
よ
り
、

市
民
に
寄
り
添
う
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

問答

　
　

第
３
次
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
の
策
定

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な

点
に
意
を
用
い
て
取
り
組

み
ま
す
か
。

　
　

子
ど
も
の
読
書
習
慣

の
形
成
に
向
け
た
発
達
段

階
ご
と
の
取
組
や
、
読
書

問答

へ
の
関
心
を
高
め
る
取
組

の
充
実
・
促
進
に
配
慮
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

会
津
図
書
館
と
学
校

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
相
談
役
で
あ
る

学
校
図
書
館
支
援
員
と
会

津
図
書
館
職
員
と
の
連
絡

会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
取
組
状
況

▽�
教
育
分
野
へ
の
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
の
活
用

問答

　
　

少
子
化
対
策
に
向
け

て
は
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
る
認
識
を
共
有
し
、

子
ど
も
た
ち
に
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
積
極
的
に
行

い
、
そ
の
情
報
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
若
年
者
の 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
が
見
解
は
。

　
　

あ
い
づ
っ
こ
人
材
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
や
、

地
域
の
実
態
に
応
じ
た
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
各
学

校
で
推
進
し
て
お
り
、
市

政
だ
よ
り
や
あ
い
づ
っ
こ

Ｗ
ｅ
ｂ
等
に
掲
載
し
て
情

報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

問答※
Ｍ
マ
ー
ス

ａ
ａ
Ｓ
と
は

　

目
的
地
ま
で
の
最
適
な
交

通
手
段
（
鉄
道
・
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
等
）
を
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
一
括
し
て
検
索
・

予
約
・
決
済
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス

教育・文化

行　財　政

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

審
議
結
果
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昨
年
の
市
長
選
挙
時

の
庁
舎
整
備
に
関
す
る
福

島
民
報
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
市
の
計
画
を
支
持

す
る
」
と
答
え
た
方
の
割

合
は
20
・
７
％
で
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
総
合
庁
舎

に
す
る
計
画
だ
っ
た
た
め

賛
同
し
た
方
も
い
る
と
考

え
ま
す
が
、
総
合
庁
舎
か

ら
分
庁
舎
も
利
用
す
る
も

の
へ
と
再
検
討
さ
れ
た
今

般
の
計
画
に
つ
い
て
、
よ

り
丁
寧
な
説
明
が
必
要
と 

考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海　
　

基 

議
員

庁
舎
整
備
の
再
検
討
内
容
の
周
知
を

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
に
努
め
る

答

　
　

昨
年
11
月
に
行
っ
た

庁
舎
整
備
計
画
の
再
検
討

内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で�

公
開
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
し
、

市
民
の
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
周
知
に
努
め
ま
す
。

問答

　
　

私
は
５
割
以
上
の
賛

同
が
な
け
れ
ば
、
市
民
と

の
合
意
形
成
を
得
ら
れ
て

い
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
市
の

計
画
へ
の
支
持
を
２
割
し

か
得
て
い
な
い
た
め
、
中

止
も
含
め
て
さ
ら
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

今
回
の
再
検
討
は
、

議
決
を
い
た
だ
い
て
い
る

第
７
次
総
合
計
画
の
「
現

在
地
で
の
庁
舎
整
備
」
と

い
う
骨
格
を
変
え
ず
、
議

会
や
市
民
か
ら
の
財
政
負

担
軽
減
や
駐
車
場
確
保
に

つ
い
て
の
意
見
を
踏
ま
え

て
行
っ
た
も
の
で
す
。

問答

　
　

国
は
、
２
０
１
４
年

９
月
に
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
を
制
定
し
ま

し
た
。
本
市
で
は
、
第
１

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
（
以
下

「
総
合
戦
略
」
と
い
う
。）

に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化

に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域

の
人
口
減
少
と
地
域
経
済

の
縮
小
を
解
消
し
、
将
来

に
わ
た
り
地
域
の
成
長
力

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
ま
す
か
。

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

松
崎　
　

新 

議
員

総
合
戦
略
の
取
組
の
さ
ら
な
る
周
知
を

事
業
内
容
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

答

　
　

全
て
の
資
源
や
伝
統

を
最
大
限
活
用
し
、
地
域

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

よ
う
な
地
方
創
生
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。例
え
ば
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業
の
集
積

や
、
健
康
・
福
祉
・
教
育
・

防
災
・
交
通
等
の
分
野
で

問答

　
　

本
市
の
取
組
は
、
総

合
戦
略
の
会
津
若
松
市
モ

デ
ル
と
し
て
全
国
的
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
に
も
そ
う
し
た
取
組

を
周
知
す
べ
き
で
は
。

　
　

事
業
の
内
容
を
含
め
、

市
全
体
と
し
て
政
策
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
今
後
さ
ら
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

問答 の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
い
っ

た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津

若
松
の
取
組
に
よ
り
、
雇

用
創
出
や
生
活
の
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
　

市
職
員
の
地
域
活
動

へ
の
取
組
状
況
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

創
風
あ
い
づ

吉
田　

恵
三 

議
員

市
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
を

周
知
や
意
識
啓
発
の
取
組
を
進
め
る

答

　
　

職
員
へ
の
周
知
や
参

加
に
向
け
た
意
識
啓
発
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
多
く

の
職
員
が
町
内
会
活
動
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
営
利

企
業
等
へ
の
従
事
制
限
に

よ
る
許
可
を
得
て
行
っ
て

い
る
活
動
に
は
、
消
防
団

員
や
障
が
い
者
相
談
サ
ポ�

ー
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問答
　
　

市
職
員
の
地
域
活
動

へ
の
参
加
促
進
に
対
す
る

認
識
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

職
員
が
地
域
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
職
員
自
身
の
自
主
的

な
能
力
開
発
の
促
進
や
市

民
主
体
意
識
の
醸
成
に
つ

問答

な
が
る
と
と
も
に
、
仕
事

へ
の
反
映
も
期
待
で
き
、

ひ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
職
員
が
よ
り
積

極
的
に
地
域
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
な
ど
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
職
員
に
対
し
て
、
地

域
活
動
を
促
す
た
め
の
手

引
書
を
作
成
し
て
周
知
す

る
な
ど
、
参
加
促
進
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

行　財　政

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討　
　
　

論
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

市
の
基
本
姿
勢
は
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部　
　

認 

議
員

第
７
次
総
合
計
画
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進

答

　
　

第
７
次
総
合
計
画
に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
に
よ

り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問答

　
　

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
支
援
や
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
必
要
性
は
。

　
　

教
職
員
の
健
康
維
持

や
心
理
的
負
担
の
程
度
を

把
握
す
る
た
め
に
も
必
要

な
取
組
と
認
識
し
て
お

り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
来
年
度
導
入
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問答

　
　

庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、

昨
年
11
月
、
財
政
負
担
軽

減
や
駐
車
場
と
本
庁
舎
間 

の
ア
ク
セ
ス
面
の
利
便
性 

向
上
の
市
民
要
望
に
よ
り
、

栄
町
第
一
庁
舎
の
活
用
に 

よ
る
新
庁
舎
面
積
の
縮
減
、

新
た
な
駐
車
場
設
置
な
ど

基
本
計
画
を
見
直
し
ま
し

た
が
、
そ
の
最
大
の
原
因

は
狭
い
場
所
に
庁
舎
を
建

設
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で

す
。
購
入
予
定
の
県
立
病

院
跡
地
に
庁
舎
を
建
設
す

れ
ば
、
事
業
費
や
関
連
経

費
等
の
大
幅
な
縮
減
、
市

民
の
利
便
性
や
不
測
の
事

態
発
生
時
の
市
民
生
活
の

安
全
・
安
心
の
向
上
が
図

ら
れ
る
と
考
え
ま
す
が
認

識
を
伺
い
ま
す
。

夢
ク
ラ
ブ

成
田　

芳
雄 

議
員

庁
舎
建
設
は
県
立
病
院
跡
地
の
活
用
を

現
在
地
で
の
整
備
よ
り
も
高
額
と
な
る

答

　
　

県
立
病
院
跡
地
を
活

用
し
た
場
合
、
バ
ス
等
の

問答

公
共
交
通
や
鶴
ケ
城
へ
の�

導
入
口
と
重
複
す
る
道
路

等
の
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
、

本
庁
舎
旧
館
や
現
在
の
本

庁
舎
敷
地
、
周
辺
の
庁
舎

施
設
の
活
用
等
、
整
理
す

べ
き
事
項
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
特
に
費
用
面
で

は
、
多
く
の
市
民
か
ら
要

望
を
い
た
だ
い
て
き
た
本

庁
舎
旧
館
の
保
存
・
活
用

に
か
か
る
費
用
が
庁
舎
整

備
と
は
別
に
必
要
と
な
り
、

こ
れ
ら
を
含
め
た
整
備
費

用
は
、
本
庁
舎
旧
館
を
活

用
し
た
現
在
地
で
の
整
備�

よ
り
も
高
額
に
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
市
の
基
本
姿
勢
は

エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

　
　

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ 

ー
ム
に
対
す
る
認
識
は
。

　
　

市
が
そ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
会
員
と
な
る

こ
と
で
、
自
治
体
が
抱
え

る
課
題
に
取
り
組
み
た
い

民
間
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
や
、
会
員
同
士
の
意
見

交
換
が
図
ら
れ
る
た
め
、

入
会
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

問答
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０
に
お

け
る
文
化
資
源
の
保
護
・

活
用
の
認
識
と
、
国
の
補

助
金
活
用
の
考
え
方
は
。

　
　

文
化
財
を
次
世
代
に

確
実
に
継
承
し
、
持
続
可�

問答

能
な
社
会
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
重
要
な
取
組
の

一
つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

国
の
補
助
金
活
用
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
御
薬
園
や

旧
滝
沢
本
陣
な
ど
の
保
存

等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
と
は

　

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可

能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指

す
国
際
目
標
で
、
17
の
目
標

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
で
は
、
衣
類
等
の

古
布
類
が
燃
や
せ
る
ご
み

に
多
く
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、
正
し
い
分
別
に
よ
り

リ
サ
イ
ク
ル
が
進
む
可
能

性
が
高
い
と
評
価
し
、
多

様
な
方
法
で
リ
サ
イ
ク
ル

を
促
進
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
市
民
か
ら
は
、
古
布

と
し
て
再
利
用
す
る
手
法

が
分
か
ら
ず
、
や
む
な
く

燃
や
せ
る
ご
み
に
出
し
て

い
る
と
い
う
声
も
あ
る
た

め
、
市
が
古
布
回
収
を
行

い
、
再
資
源
化
に
つ
な
げ

て
は
ど
う
で
す
か
。

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

丸
山　

さ
よ
子 

議
員

古
布
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
を
調
査
・
研
究

答

　
　

現
在
、古
布
回
収
は
、�

町
内
会
や
子
供
会
等
に
よ

る
集
団
回
収
や
、
環
境
フ�

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
け
る

古
着
の
再
利
用
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
努
め
て
い
ま
す
。

問答

　
　

他
自
治
体
で
は
、
公

共
施
設
等
に
資
源
回
収
庫

を
設
置
し
て
古
布
類
を
回

収
す
る
事
例
や
、
分
別
回

収
を
行
っ
て
い
る
事
例
が

あ
り
ま
す
。
本
市
で
も
検

討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

古
布
類
の
再
資
源
化

の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体

の
事
例
を
参
考
と
し
な
が

ら
課
題
を
整
理
し
、
本
市

に
合
っ
た
回
収
方
法
等
に

つ
い
て
、
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
中
間
見
直

し
を
行
う
中
で
、
調
査
、

研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

問答

生活・環境

行　財　政

※

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

審
議
結
果
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喜
多
方
市
で
は
、
日

中
線
し
だ
れ
桜
や
三
ノ
倉

高
原
に
つ
い
て
の
独
自
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
な
ど
、
季
節
の
花
や
花

木
の
宣
伝
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
誘
客
数
も
多
く

経
済
効
果
も
大
き
い
た
め
、

本
市
独
自
の
花
や
花
木
で

誘
客
を
図
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

創
風
あ
い
づ

横
山　
　

淳 

議
員

花
や
花
木
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を

効
果
的
な
情
報
発
信
を
検
討
す
る

答

　
　

素
材
の
掘
り
起
こ
し

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
効

果
的
な
情
報
発
信
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

ア
へ
掲
載
を
依
頼
し
た
り

す
る
な
ど
し
て
、
イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
場
所
の
創
出

や
発
信
の
仕
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

花
木
や
風
景
な
ど
の

自
然
資
源
に
つ
い
て
、
旅

行
雑
誌
等
へ
の
素
材
の
提

供
を
は
じ
め
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
市
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
へ
の
投
稿
や
、
学
生

Ｐ
Ｒ
部
「
Ａア

イ

ヅ

ｉ
Ｚ
，
Ｓ
モ�

ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
若
者

目
線
で
の
魅
力
発
信
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答

　
　

市
民
が
住
ん
で
良
か 

っ
た
と
思
え
る
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

地
域
の
水
路
や
河
川
を
き

れ
い
に
す
る
取
組
を
市
民

協
働
で
進
め
る
べ
き
で
は
。

公
明
党

大
山　

享
子 

議
員

水
路
や
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
取
組
を

市
民
協
働
に
よ
り
維
持
・
改
善
を
図
る

答

　
　

全
市
各
地
区
清
掃
等

に
お
い
て
市
民
協
働
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
水
路

や
河
川
の
環
境
を
維
持
・

改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
一
人
に
身
近
な
水
環

境
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
政
だ
よ
り
等
で
水
質
調

査
の
結
果
や
水
辺
の
生
き

物
の
情
報
を
発
信
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
啓
発
活
動

に
努
め
ま
す
。

問答

排
水
に
よ
る
水
質
の
汚
濁

を
防
ぐ
合
併
処
理
浄
化
槽

の
普
及
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
い
ま
す
か
。

　
　

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
個
別

排
水
事
業
や
浄
化
槽
整
備

補
助
金
制
度
に
よ
り
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｆ
Ｍ
あ
い
づ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
重
要
性
や
必

要
性
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�
障
が
い
者
支
援
の
た
め

の
共
生
社
会
へ
の
取
組

及
び
公
共
交
通
の
利
用

答

　
　

全
市
一
斉
川
ざ
ら
い

に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
多

い
地
域
で
は
、
側
溝
の
グ

レ
ー
チ
ン
グ
や
コ
ン
ク
リ 

ー
ト
板
の
ふ
た
上
げ
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
清
浄
化
事
業
を

行
う
べ
き
で
は
。

み
ら
い
の
会

大
竹　

俊
哉 

議
員

全
市
一
斉
川
ざ
ら
い
へ
の
支
援
策
を

暗あ
ん
き
ょ渠
な
ど
対
応
困
難
箇
所
は
市
が
浚
し
ゅ
ん
せ
つ
渫　

答

　
　

ふ
た
上
げ
機
の
貸
し

出
し
や
固
定
さ
れ
た
ふ
た

の
開
閉
等
の
支
援
を
継
続

し
な
が
ら
、
暗あ
ん
き
ょ渠
な
ど
対

応
が
困
難
な
箇
所
に
つ
い

て
は
市
が
直
接
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫業
務

を
行
う
な
ど
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
支
援
策
に
つ

い
て
地
域
の
皆
様
と
相
談

し
て
い
き
ま
す
。

問答

　
　

追
い
払
い
や
営
巣
撤

去
、
ふ
ん
害
清
掃
は
民
間

業
者
に
委
託
す
べ
き
で
は
。

　
　

専
門
家
に
よ
れ
ば

「
追
い
払
い
や
営
巣
撤
去

に
確
立
し
た
方
法
は
な
い
」

と
の
見
解
で
あ
る
た
め
、

ふ
ん
被
害
の
状
況
や
効
果

的
な
対
策
の
開
発
等
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
業
務
委

託
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

　
　

花
や
花
木
の
群
生
や

密
集
な
ど
の
絢け
ん
ら
ん爛
豪
華
な

様
は
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す

る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
が

集
ま
り
ま
す
。
地
元
の
写

真
愛
好
家
の
協
力
を
得
た

り
、
旅
雑
誌
等
の
メ
デ
ィ

問

　
　

水
環
境
を
守
る
た
め

生
活
排
水
対
策
が
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
雑

問

　
　

カ
ラ
ス
被
害
の
対
策

と
し
て
、
全
て
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
ボ
ッ
ク
ス

化
す
べ
き
で
は
。

問

　
　

各
町
内
会
に
は
ボ
ッ

ク
ス
化
を
推
奨
し
、
可
搬

式
を
含
め
て
ボ
ッ
ク
ス
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
お
り
、
多
く
の
町
内
会

で
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

答

生活・環境

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討　
　
　

論
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昨
年
10
月
の
台
風
19

号
に
お
け
る
市
の
危
機
管

理
対
応
の
評
価
と
、
今
後

に
生
か
す
べ
き
課
題
を
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

日
本
共
産
党
会
津
若
松
市
議
団

原
田　

俊
広 

議
員

市
と
地
域
の
防
災
体
制
を
強
化
す
べ
き

防
災
対
策
普
及
員
を
新
た
に
配
置

答

　
　

避
難
勧
告
の
発
令
は

昨
年
の
東
日
本
台
風
に
よ

る
も
の
が
初
め
て
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
訓
練
等
が
功

を
奏
し
た
点
が
あ
る
一
方
、

情
報
伝
達
の
面
で
課
題
も

あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
防
災
知
識

の
普
及
と
分
か
り
や
す
い

避
難
情
報
の
伝
達
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

問答

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

本
市
の
自
主
防
災
組

織
は
昨
年
末
の
時
点
で
７

組
織
で
あ
り
、
こ
の
う
ち

３
組
織
は
今
年
度
創
設
し

た
自
主
防
災
組
織
設
立
補

助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
資
金
面
の
支
援
に

加
え
、
防
災
対
策
普
及
員

を
新
た
に
配
置
し
、
組
織

化
に
向
け
た
防
災
意
識
の

啓
発
を
図
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

県
立
病
院
跡
地
に
つ
い

て
▽�

教
員
の
労
働
環
境
と
変

形
労
働
時
間
制
に
つ
い

て
答

　
　

市
の
防
災
体
制
の
強

化
と
と
も
に
、
地
域
で
の

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化

と
活
動
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
が
、
そ
の
現
状
と
今

後
の
拡
大
に
向
け
た
取
組

問

　
　

昨
年
10
月
の
台
風
19

号
の
教
訓
か
ら
、
防
災
体

制
や
災
害
時
の
防
災
情
報

伝
達
、
市
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
の 

今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

古
川　

雄
一 

議
員

昨
年
の
教
訓
を
活
か
し
た
防
災
体
制
を

組
織
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

答

　
　

水
害
に
備
え
る
た
め
、

都
市
計
画
課
に
治
水
グ
ル�

ー
プ
を
設
置
し
て
体
制
の�

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
は
早
い
段
階
で
災
害
対�

策
本
部
会
議
を
開
催
し
、

体
制
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

災
害
時
の
防
災
情
報
伝
達

に
つ
い
て
は
、
防
災
情
報

メ
ー
ル
を
は
じ
め
Ｌ

※

ア
ラ�

ー
ト
に
よ
る
テ
レ
ビ
の
デ�

ー
タ
放
送
と
の
連
携
、
防

災
情
報
ア
プ
リ
で
の
情
報�

発
信
な
ど
多
様
化
を
図
り
、

実
情
に
合
っ
た
伝
達
手
段

の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

問答

　
　

県
が
主
催
す
る
防
災

士
養
成
研
修
や
防
災
士
の

活
動
内
容
を
周
知
す
る
こ

と
に
よ
り
、
防
災
士
の
資�

格
取
得
を
後
押
し
し
ま
す
。

ま
た
、
出
前
講
座
や
防
災

対
策
普
及
員
の
活
用
に
よ

り
、
市
民
の
防
災
意
識
の

醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

答
　
　

防
災
士
の
育
成
や
市

民
の
防
災
意
識
の
醸
成
に

向
け
た
取
組
を
伺
い
ま
す
。

問

　
　

風
し
ん
抗
体
検
査
が

原
則
無
料
と
な
る
令
和
元

年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和

47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
性
で
す
が
、
受

診
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し 

た
５
４
２
８
名
の
う
ち
、

受
診
者
数
は
８
９
０
名

（
受
診
率
16
・
４
％
）
と

少
な
い
状
況
で
す
。
特
定

の
年
代
に
限
ら
ず
広
く
市

民
に
周
知
し
、
全
世
代
を

巻
き
込
ん
で
風
し
ん
撲
滅

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

ま
す
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

創
風
あ
い
づ

村
澤　
　

智 

議
員

風
し
ん
撲
滅
に
向
け
全
市
民
へ
周
知
を

健
診
の
お
知
ら
せ
を
全
戸
配
布
す
る

答

　
　

こ
れ
ま
で
の
広
報
に

加
え
、「
各
種
健
診
の
お

知
ら
せ
」
を
全
戸
配
布
す

る
な
ど
、
風
し
ん
に
対
す

る
理
解
を
更
に
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問答

　
　

令
和
元
年
度
11
月
末

時
点
の
実
施
状
況
に
お
い

て
、
抗
体
検
査
の
結
果
で

予
防
接
種
が
必
要
な
対
象

者
２
２
３
名
の
う
ち
、
予

防
接
種
者
数
は
１
７
９
名

（
接
種
率
80
・
３
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
接
種
率

が
１
０
０
％
と
な
ら
な
い

理
由
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

抗
体
検
査
の
結
果
か

ら
、
予
防
接
種
を
受
け
る

機
会
を
後
日
改
め
て
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

未
接
種
の
方
に
対
し
て
接

種
勧
奨
通
知
を
行
い
、
接

種
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

問答

市
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
今
般
の

検
証
に
加
え
、
国
や
県
の

計
画
見
直
し
内
容
を
踏
ま

え
な
が
ら
行
い
ま
す
。

生活・環境

健康・福祉

※
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
と
は

　

災
害
発
生
時
に
、
地
方
公

共
団
体
等
が
、
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
地
域
住
民

等
に
必
要
な
情
報
を
伝
達
す

る
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
。

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

審
議
結
果
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東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ 

ッ
ク
開
催
時
に
お
け
る
本

市
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
は
。

み
ら
い
の
会

後
藤　

守
江 

議
員

市
で
備
蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク
の
活
用
を

必
要
に
応
じ
て
活
用
を
検
討
し
て
い
く

答

　
　

市
長
を
本
部
長
と
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
を
２
月

に
設
置
し
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
に
準
じ
た
対
応
を
行
う

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
速
や

か
な
情
報
収
集
と
適
切
な

情
報
提
供
に
加
え
、
県
や

医
師
会
等
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
市
民
の
不
安

軽
減
や
感
染
症
対
策
の
徹

底
に
努
め
て
お
り
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク�

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

時
に
お
い
て
も
、
国
や
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
必

問答

　
　

友
好
都
市
で
あ
る
中

国
荊
州
市
に
対
し
て
マ
ス

ク
等
の
物
資
支
援
が
あ
り

ま
し
た
が
、
マ
ス
ク
は
緊

急
的
感
染
予
防
と
し
て
市

内
の
学
校
や
医
療
機
関
へ

配
布
す
べ
き
で
は
。

　
　

現
在
、
市
で
は
災
害

発
生
時
や
感
染
症
ま
ん
延

時
用
と
し
て
約
13
万
２
千

枚
の
マ
ス
ク
を
備
蓄
し
て

お
り
、
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
医
療
機
関
や
介
護
施

設
等
で
マ
ス
ク
が
不
足
し

た
場
合
な
ど
、
必
要
に
応

じ
て
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

問答 要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
　

健
康
で
長
生
き
で
き

る
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、

デ
ー
タ
の
収
集
や
解
析
を

す
る
専
門
機
関
と
協
力
し
、

本
市
の
現
状
を
把
握
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
認
識
は
。

創
風
あ
い
づ

目
黒　

章
三
郎 

議
員

健
康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

有
識
者
を
招
き
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

答

　
　

会
津
大
学
等
と
連
携

し
て
デ
ー
タ
の
収
集
や
解

析
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
長
寿
に
は
食

と
運
動
と
社
会
参
加
が
重

要
と
言
わ
れ
て
お
り
、
有

識
者
を
招
い
て
講
話
を
聞

き
、
具
体
的
数
値
を
も
っ

て
社
会
参
加
の
重
要
性
を

周
知
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

　
　

利
用
状
況
や
利
用
者

の
意
見
を
踏
ま
え
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
仕
掛
け
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

答
　
　

孤
食
だ
と
死
亡
リ
ス

ク
は
１
・
５
倍
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
訪
問
給
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
会
食
の
機
会

を
加
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

問

　
　

観
光
政
策
に
つ
い
て
、

国
内
外
の
旅
行
者
誘
客
の

ポ
イ
ン
ト
は
女
性
・
少
人

数
・
リ
ピ
ー
ト
力
と
考
え

ま
す
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

公
明
党

奥
脇　

康
夫 

議
員

国
内
外
の
旅
行
者
誘
客
の
推
進
を

情
報
発
信
や
リ
ピ
ー
タ
ー
拡
大
を
図
る

答

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
分
析
結

果
か
ら
、
女
性
・
少
人
数�

・
リ
ピ
ー
タ
ー
は
大
変
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
認
識

し
て
お
り
、
少
人
数
の
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

情
報
発
信
や
、
リ
ピ
ー
タ�

ー
の
拡
大
に
つ
な
が
る
教

育
旅
行
の
積
極
的
な
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問答

　
　

観
光
旅
行
に
欠
か
せ

な
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
タ
イ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
言
語
の
紙
媒
体
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

の
情
報
取
得
が
多
い
た
め
、

電
子
媒
体
で
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
な
情
報
発
信
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

　
　

貧
困
の
連
鎖
が
健
康

格
差
の
連
鎖
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
縮
小
の

た
め
に
も
読
書
の
習
慣
付

け
が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

学
校
で
の
朝
の
読
書
活
動

や
学
校
図
書
館
支
援
員
の 

問

配
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

ほ
ぼ
全
て
の
学
校
で

朝
の
読
書
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
学
校
図
書
館

支
援
員
は
各
校
か
ら
の
要

望
も
高
い
た
め
、
令
和
２

年
度
に
増
員
を
図
り
読
書

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

答

　
　

今
後
の
方
針
と
し
て
、

関
西
や
九
州
方
面
か
ら
の

誘
客
を
特
に
推
進
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

地
域
経
済
分
析
シ
ス�

テ
ム
等
の
分
析
結
果
か
ら
、

関
西
圏
を
新
た
な
誘
客
タ�

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
が

問答

有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

九
州
方
面
か
ら
の
誘
客
は
、

今
後
、
動
向
調
査
等
に
よ

り
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

健康・福祉

産業・経済

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

審
議
結
果

賛
否
一
覧

討　
　
　

論
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農
業
用
使
用
済
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
処
理
事
業
に
つ

い
て
、
処
理
量
が
毎
年
１ 

０
０
ト
ン
を
超
え
て
い
ま

す
が
、
こ
の
事
業
を
ど
う

評
価
し
て
い
ま
す
か
。

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢　
　

隆 

議
員

農
業
用
廃
プ
ラ
処
理
の
負
担
軽
減
策
は

処
理
料
に
大
き
な
変
動
が
あ
れ
ば
検
討

答

　
　

本
事
業
は
年
２
回
実

施
し
、
不
法
投
棄
や
野
焼

き
防
止
等
の
環
境
対
策
に

寄
与
し
て
お
り
、
有
効
な

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問答

　
　

農
業
用
使
用
済
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
処
理
や
運
搬

経
費
が
増
加
し
、
農
家
や

農
業
生
産
法
人
等
の
負
担

も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

負
担
軽
減
策
の
検
討
は
。

　
　

処
理
や
運
搬
に
か
か

る
経
費
は
受
益
者
負
担
を

原
則
と
し
て
い
く
考
え
で

す
が
、
処
理
料
に
大
き
な

変
動
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

　
　

２
０
２
５
年
日
本
国

際
博
覧
会
（
以
下
「
大

阪
・
関
西
万
博
」
と
い

う
。）
か
ら
観
光
客
を
会

津
に
誘
致
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
Ｊ
Ｒ
や
観
光
業
界

と
の
連
携
が
必
須
と
考
え

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
条
件

整
備
を
行
う
考
え
は
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

市
民
ク
ラ
ブ

成
田　

眞
一 

議
員

大
阪
・
関
西
万
博
か
ら
の
観
光
誘
客
を

広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
を
構
築
す
る

答

　
　

大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
に
よ
り
、
大
き
な
経

済
波
及
効
果
や
多
く
の
外

国
人
観
光
客
の
訪
日
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
交

通
事
業
者
や
、
日
光
市
・

新
潟
市
・
米
沢
市
な
ど
の

広
域
連
携
先
の
自
治
体
、

観
光
関
係
団
体
等
と
引
き

続
き
連
携
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
本
市
へ
の
誘
客

を
継
続
的
に
推
進
す
る
た�

問答

　
　

海
外
の
廃
プ
ラ
ス
チ 

ッ
ク
輸
入
規
制
の
影
響
に

よ
り
、
一
部
地
域
の
事
業

者
で
保
管
基
準
違
反
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
市
農
業

用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
処
理
推
進
協
議
会
が

委
託
し
て
い
る
処
理
業
者

に
問
題
は
な
い
で
す
か
。

　
　

本
協
議
会
が
委
託
し

て
い
る
処
理
は
、
国
内
の

処
分
場
で
埋
め
立
て
、
焼

問答

却
並
び
に
リ
サ
イ
ク
ル
処

理
を
し
て
お
り
、
輸
入
規

制
の
直
接
的
な
影
響
は
受

け
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。

め
、
今
年
度
か
ら
進
め
て

き
た
近
県
自
治
体
や
航
空

会
社
等
の
交
通
事
業
と
の

連
携
を
強
化
し
、
関
西
地

域
か
ら
の
広
域
観
光
周
遊

ル
ー
ト
を
構
築
し
て
誘
客

に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
趣
旨

▽�

空
き
家
の
利
活
用
に
つ

い
て

▽�

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
や
雑

誌
モ
デ
ル
を
活
用
し
た

観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

▽�

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実

質
化
に
つ
い
て

　
　

１
月
20
日
付
け
の
新

聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
１
年

前
と
比
べ
た
景
況
感
に
関 

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
、
本
市
は
「
変
わ
ら
な

い
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た

が
、各
業
種
の
方
々
か
ら
、

市
に
よ
る
地
元
経
済
の
現

状
の
把
握
不
足
が
否
め
な

い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
、
地
元
経
済

や
労
働
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
中
小
企
業
の
振

興
に
的
を
得
た
政
策
づ
く

り
が
で
き
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
国
が
景
況

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
に
よ

り
景
況
の
把
握
を
し
て
い

る
よ
う
に
、
市
自
ら
が
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ
る
実
態
把

握
に
努
め
る
べ
き
と
考
え 

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

中
島　

好
路 

議
員

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
地
元
経
済
把
握
を

関
係
機
関
等
か
ら
情
報
収
集
を
行
う

答

　
　

適
切
な
経
済
振
興
策

を
講
じ
る
た
め
、
各
種
経

済
指
標
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
金
融
懇
談
会
及
び
地

域
経
済
情
報
交
換
会
、
さ

ら
に
は
商
工
会
議
所
等
が

実
施
す
る
各
種
調
査
等
に

よ
り
、
地
域
経
済
や
雇
用

等
の
実
態
の
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害

や
国
際
情
勢
の
変
化
等
に

よ
り
、
本
市
経
済
に
影
響

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

そ
の
都
度
、
関
係
機
関
や

業
界
団
体
関
係
者
か
ら
迅

速
な
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問

答

産業・経済

一
般
質
問

議
案
等
の
審
査

賛
否
一
覧

討　
　
　

論

審
議
結
果
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各 委 員 会 行 政 調 査 報 告
　さまざまな行政課題の解決や議会運営について、委員会ごとに他自治体を調査しています。
令和元年度の各委員会の調査の主な内容は次のとおりです。

産業経済委員会
[ 令和２年１月 21 日・22 日 ]
◇埼玉県川越市
・�観光振興による交流人口の拡

大と地域経済活性化の取組
◇トマトパーク（栃木県下野市）
・�ＩＣＴ技術を活用した農業振

興及び新規就農者育成の取組

〇調査結果
　川越市では、蔵造りのま
ちなみなどの歴史的観光資
源の活用や、交通事業者と
連携した情報発信などによ
り、観光誘客の推進と地域
経済の活性化に取り組んで
います。本市の観光振興に
も参考となる取組でした。
　下野市では、ＩＣＴ技術を活用したトマト栽培と就農者
の育成に取り組む株式会社を視察しました。農業へのＩＣ
Ｔ技術活用は収穫量増加などの効果があるものの、初期投
資などの課題もあり事業の検証が必要であると確認しまし
た。

トマトパーク（栃木県下野市）

文教厚生委員会
[ 令和２年１月 20 日・21 日 ]
◇茨城県常総市
・�平成 27 年９月関東・東北豪

雨を教訓とした防災対策
◇栃木県日光市
・�日光市における防災対策
 （主に住民への情報伝達）

〇調査結果
　常総市では、関東・東北
豪雨を教訓とした市防災担
当組織の拡充や市民自らが
災害時の避難行動をまとめ
ておく「マイ・タイムライ
ン」の策定、各種防災訓練
の実施の取組等をしていま
す。本市においても、市民
を巻き込んだ防災意識の機運醸成の必要性を感じました。
　日光市では、配信局の整備や防災ラジオの導入など、災
害行政情報システムの整備状況などについて調査してきま
した。災害時における迅速・正確な情報伝達の手段につい
て、検討を進める必要があると考えています。

茨城県常総市

総務委員会
[ 令和２年１月 21 日・22 日 ]
◇東京都国立市
・公共施設マネジメントの取組
◇千葉県習志野市
・公共施設マネジメントの取組

〇調査結果
　国立市では、公共施設管
理の財源や延床面積等の目
標を設定し、市のさまざま
な計画と整合性を図りなが
ら全庁的に推進体制を整え
ていて、まちづくりとして
の公共施設マネジメントの
取組について参考になりました。
　習志野市では、財源確保の観点から、公共施設に係る基
金への積立額を条例で定め、不動産売払収入と合わせて基
金に積み立てを行っていました。公共施設の整備に充てる
財源のあり方については、引き続き調査研究を続けたいと
考えています。

千葉県習志野市
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９
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

14
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

　
　

●�

政
策
討
論
会
第
２
・
第
４

分
科
会

　
　

●�

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備

会
第
２
・
第
４
分
科
会

15
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

24
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　

●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

　
　

●�

政
策
討
論
会
第
１
・
第
２
・

第
３
分
科
会

　
　

●�

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備

会
第
１
・
第
２
・
第
３
分

科
会

27
日
●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
１
分
科
会

　
　
　

政
策
研
究
セ
ミ
ナ
ー

１
月

３
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

12
日
●
政
策
討
論
会
第
３
分
科
会

　
　

●�

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備 

会
第
３
分
科
会

13
日
●
総
務
委
員
会
協
議
会

　
　

●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　

●�

政
策
討
論
会
第
１
・
第
２

分
科
会

　
　

●�

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備

会
第
１
・
第
２
分
科
会

２
月

17
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

　
　

●
建
設
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
４
分
科
会

　
　

●�

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備

会
第
４
分
科
会

18
日
●�

予
算
審
査
決
算
審
査
準
備

会
第
１
・
第
３
分
科
会

20
日
●
議
会
運
営
委
員
会

27
日
●�

２
月
定
例
会
招
集
日

　
　
　
（
日
程
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　

６
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
　

●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
各
派
代
表
者
会
議

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

５
日
●
各
派
代
表
者
会
議

６
日
●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
予
算
決
算
委
員
会
理
事
会

16
日
●
産
業
経
済
委
員
会
協
議
会

19
日
●
文
教
厚
生
委
員
会
協
議
会

　
　

●
政
策
討
論
会
第
２
分
科
会

24
日
●
２
月
定
例
会
最
終
本
会
議

　
　

●
議
会
運
営
委
員
会

　
　

●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

●
総
務
委
員
会
協
議
会

３
月

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議会運営委員会
[ 令和２年１月 16 日・17 日 ]
◇東京都あきる野市
・通年議会
◇神奈川県相模原市
・�通年議会及び一般質問方式選

択制

〇調査結果
　通年議会については、両
市議会において従前の議会
運営を大きく変えずに、ス
ムーズに移行することがで
きたとの説明がありまし
た。通年議会の検討に当
たっては、そのメリットや
デメリットの検討に加え、
本市議会の政策サイクルの取組をどのように位置付けてい
くのかを整理していく必要があると改めて認識しました。
　相模原市議会における一般質問方式選択制は本市議会の
制度に似ており、効果や課題についても共通点が見られま
した。引き続きよりよい一般質問のあり方について検証し
ていく必要があると考えています。

東京都あきる野市

建設委員会
[ 令和２年１月 20 日・21 日 ]
◇神奈川県鎌倉市
・�鎌倉市社会基盤施設マネジメ

ント計画及び社会基盤施設白
書

◇静岡県熱海市
・ＪＲ熱海駅前広場整備

〇調査結果
　鎌倉市では、市が管理す
る道路や橋りょうなどのイ
ンフラ全てを調査して白書
としてまとめ、それを基に
中長期的なインフラの維
持・管理計画を策定してい
ます。本市のインフラ管理
にも大いに参考となる取組
でした。
　熱海市では、整備された熱海駅前広場を熱海市の担当者
の説明を受けながら視察してきました。駅前整備は、市民、
利用者、公共交通機関事業者などの意見を十分に聴きなが
ら慎重に進める必要があると改めて認識しました。

静岡県熱海市
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◎アンケートの実施
　令和２年２月１日から３月５日まで、広報議会モニターへアンケートを実施し、55 名
の方から回答を得ました。広報議会モニターの皆さまには、お忙しい中ご協力いただきま
してありがとうございました。いただいた回答（選択式）の集計結果をお知らせします。
◎広報議会モニターとは
　市議会では、広報広聴機能の充実のため、市民の皆さまがより身近なものとして議会へ
の関心を高め、また、読みやすい議会広報紙を作り上げていくことを目的としています。
アンケートを通じていただいたご意見等については、より良い広報議会編集のための参考
にしていきます。

問１
「一般質問」の掲載方法について、アンケートのご意見をもとに広報議会９月発行号より、登壇順
の掲載から、項目ごと（行財政、福祉、教育など）の掲載に変更しました。どのように感じましたか。

問２ 広報議会11月号・２月号を読んで、一番興味があった記事は何ですか。（複数回答）

問３
広報議会を多くの人に読んでもらうために、どのようにすればよいと考えますか。その理由をご記入
ください。（記述式）

【回答】
・読んで理解しにくい言葉や言い回しがあり、もっと分かりやすい文章にすべきである。
・読みやすくするために、文章が長いこと、表現が硬いことを解決してはどうか。
・�市民との意見交換会の報告や議会傍聴の感想など、市民目線での記事が盛り込まれることで、多く
の方に読んでもらえるようになる。
・学校の社会の授業などで活用できると、より多くの子どもたちが関心を持つようになる。

問３、問５、問６の記述式の回答については、主な意見
を掲載しております。なお、いただいた意見等の詳細に
ついては、市議会のホームページをご覧ください。

会津若松市議会 検索

① 議案等の審査　　　　　　　12 名（20.0％）
② 請願・陳情　　　　　　　　 3名（ 5.0％）
③ 審議結果　　　　　　　　　 2名（ 3.3％）
④ 討論　　　　　　　　　　　 0名（   0％）
⑤ 一般質問　　　　　　　　　31 名（51.7％）
⑥ 市民との意見交換会の記事　10 名（16.7％）
⑦ 傍聴について　　　　　　　 2名（ 3.3％）
⑧ その他　　　　　　　　　　 0名（   0％）

① 非常に読みやすくなった　　　33 名（60.0％）
② まあまあ読みやすくなった　　20 名（36.4％）
③ 変わらない　　　　　　　　　 1名（ 1.8％）
④ 読みにくくなった　　　　　　 0名（   0％）
⑤ その他　　　　　　　　　　　 1名（ 1.8％）33
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広報議会モニターアンケートの集計結果
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次回定例会のお知らせ

問４
広報議会モニターへのアンケートを２年間実施してきましたが、広報議会はわかりやすくなったと
思いますか。

問５
広報議会モニターとしての活動を通して、議会に対する考え方はどのように変わりましたか。（記述
式）

【回答】
・広報議会を通して、市民に親しまれ、より良い議会にしようとしている努力が感じられる。
・モニターとなったことで、精読するようになり関心が高まり理解も深まった。
・広報という後回しになりそうなところにも力を入れていることを知り、好感が持てた。
・広報議会を読むようになったため、いろいろな方がモニターになるべきである。
・特に変わらない。議員には今まで以上に市民目線で活動を続けてほしい。

① 非常にわかりやすくなった　　20 名（36.4％）
② まあまあわかりやすくなった　29 名（52.7％）
③ 変わらない　　　　　　　　　 5名（ 9.1％）
④ わかりにくくなった　　　　　 0名（   0％）
⑤ その他　　　　　　　　　　　 1名（ 1.8％）
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①

②

③
④ ⑤

問６ 最後に、広報議会に対する自由なご意見をご記入ください。（記述式）

【回答】
・�今後もモニター制度を続け、よりわかりやすく、より読みやすい広報議会にし、多くの市民に今の
市政について理解してもらえるようにしてほしい。
・この広報議会などを活用して、選挙に出ることを考えるような若者を増やしてほしい。
・これからも試行錯誤を繰り返して見やすくわかりやすい広報議会を作り上げてほしい。
・市民の身近な問題をもっと取り上げて、市民が関心を持つような議会になってほしい。

　本市議会の定例会は、年４回（２月、６月、９月、
12 月）開かれます。
　本会議は午前 10 時に、各委員会は午前９時 30 分に
開会され、傍聴いただけます。
　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止
するため、傍聴をご遠慮いただく場合もありますので、
ご了承ください。

市議会の傍聴について

２月定例会の様子

６月
　11日（木）
　　招集日・本会議
　15日（月）、16日（火）、17日（水）
　　本会議（一般質問）
　18日（木）　
　　本会議（総括質疑）
　　予算決算委員会
　19日（金）　
　　文教厚生・建設委員会
   　予算決算委員会第２・第４分科会
　22日（月）
　　総務・産業経済委員会
　　予算決算委員会第１・第３分科会
　24日（水）
　　予算決算委員会
　26日（金）
　　最終本会議
　※　なお、日程は変更になる場合もあります。
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会津若松市議会

広報議会モニターの募集！

市民との意見交換会は、中止いたします
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、５月に開催を予定していました市
民との意見交換会は、中止することとしました。市議会においては、市民の皆さまからの様々
なご意見をお聞きしたいと考えておりますが、何とぞご理解を賜りますようお願いします。
　市議会へのご意見・ご要望等がございましたら、郵便、電子メール又はファクスによりお
寄せください。

【連絡先】
　会津若松市議会事務局　〒 965-8601　※郵送の場合、住所は不要です。　　　　
　電子メール：gikai@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp
　ファクス：39-1470

●募集人員…５名程度（一般公募枠）
●任期…�委嘱した日から令和４年３月 31 日まで（予

定）
●応募資格…次の事項を全て満たす人
　⑴　�市内に住所を有する人、もしくは市内に通勤・

通学している人
　⑵　�令和２年４月１日現在で満 16 歳以上である人
　⑶　国及び地方公共団体の議会の議員でない人
●�提出書類…市議会事務局に備え付けの申込書に必要
事項（応募動機等）を記入し、提出ください（郵送、
電子メール、ファクスも可）。
　�申込書は市のホームページからもダウンロードでき
ます。

●締め切り…令和２年６月１日（月）必着
●問い合わせおよび宛先…会津若松市議会事務局
　〒 965-8601　※郵送の場合、住所は不要です。
　電　　話：39-1323（直通）　ファクス：39-1470
　電子メール：gikai@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp

◎あなたの声を反映し、
　　　　より良い議会広報紙に！
　会津若松市議会広報紙「あいづわかま
つ広報議会」をより読みやすく、わかり
やすい広報紙とするため、市民の皆さま
から意見や感想をいただく「広報議会モ
ニター」を募集します。

◎広報議会モニターの役割
　モニターの皆さまには、広報広聴委員
会の依頼に応じて「あいづわかまつ広報
議会」の内容等についてのアンケートに
ご回答いただきます。

ホームページ

メール


